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平成２０年度 決算報告書 （第５期事業年度）

国立大学法人 帯広畜産大学

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額 差 額 備 考
（ ）決算－予算

収入

（注１）運営費交付金 ２，７６６ ２，８２５ ５９

（注２）施設整備費補助金 ２８７ ２９７ １０

（注３）補助金等収入 １４ ３０１ ２８７

２２ ２２ ０国立大学財務・経営センター施設費交付金

９０２ ９１４ １１自己収入

（注４）授業料、入学料及び検定料収入 ７６９ ７６７ △１

（注５）雑収入 １３２ １４６ １３

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等 ７２９ ７９６ ６６

（注７）目的積立金取崩 １００ １３０ ３０

４，８２１ ５，２８６ ４６４計

支出

２，８９２ ２，８６５ △２７業務費

（注８）教育研究経費 ２，８９２ ２，８６５ △２７

（注９）一般管理費 ８７５ ７３６ △１３８

（注10）施設整備費 ３０９ ３１９ １０

（注11）補助金等 １４ ２８４ ２７０

（注12）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 ７２９ ７４２ １３

４，８２１ ４，９５０ １２８計

０ ３３６ ３３６収入－支出

○ 支出の教育研究経費及び一般管理費には、前年度からの運営費交付金繰越額のうち使用額２８３百万

円を含んでいます。また、それに対応する収入として運営費交付金に相当額を計上しています。

○ 支出の産学連携等研究経費及び寄附金事業費等には、前年度からの繰越額のうち使用額５４百万円を

含んでいます。また、それに対応する収入として産学連携等研究収入及び寄附金収入等に相当額を計上

しています。

○ 支出の教育研究経費には、損益計算書上の教育経費、研究経費、教育研究支援経費、教員人件費の全

部及び職員人件費の一部を含んでいます。また、支出の一般管理費には、損益計算書上の一般管理費、

役員人件費の全部及び職員人件費の一部を含んでいます。
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○ 予算と決算の差異について

（注１） 運営費交付金については、退職手当を前年度からの繰越額から支給したため、前年度の繰越

額の使用額分が予算額に比して決算額が５９百万円多額となっています。

（注２） 施設整備費補助金については、２０年度補正予算の耐震対策事業が交付され、その一部を支

出したため、予算額に比して決算額が１０百万円多額となっています。

（注３） 補助金等収入については、国からの補助金の獲得額が見込額を上回ったため、予算額に比し

て決算額が２８７百万円多額となっています。

（注４） 授業料、入学料及び検定料収入については、主として受験者数及び在籍学生数が見込数を下

回ったため、予算額に比して決算額が１百万円少額となっています。

（注５） 雑収入については、主として家畜病院の診療体制の強化に努めたこと等により、予算額に比

して決算額が１３百万円多額となっています。

（注６） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国等か

、 。らの受託研究の獲得に努めたため 予算額に比して決算額が６６百万円多額となっています

（注７） 目的積立金取崩額については、予算段階では予定していなかった附属家畜病院改修工事資材

の高騰により、予算額に比して決算額が３０百万円多額となっています。

（注８） 教育研究経費については、退職手当支給者数の減及び予算段階では予定していなかった任用

計画の見直しによる人件費の減少等により、予算額に比して決算額が２７百万円少額となっ

ています。

（注９） 一般管理費については、退職手当支給者数の減及び経費の節減に努めたことによる管理経費

の減少等により、予算額に比して決算額が１３８百万円少額となっています。

（注10） 施設整備費については （注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が１０百万円、

多額となっています。

（注11） 補助金等については （注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が２７０百万円、

多額となっています。

（注12） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については （注６）に示した理由により、予算額、

に比して決算額が１３百万円多額となっています。


